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※ 次回の「弘法さん」縁日は６月２３日 (日 ) です。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨

の
真
っ
只
中
。
体
調
を
崩
さ
れ
ま

せ
ん
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

　

日
常
会
話
の
中
に
登
場
す
る
仏

教
用
語
を
お
伝
え
し
て
い
る
か
わ

ら
版
。
少
し
で
も
読
者
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　

今
月
は
「
火
宅
」
で
す
。
法
華

経
の
「
方
便
品
（
ほ
う
べ
ん
ぽ
ん
）
」

に
含
ま
れ
る
「
法
華
七
喩
（
ほ
っ

け
し
ち
ゆ
）
」
の
最
初
の
喩
え
話
、

「
三
車
火
宅
」
の
喩
え
に
由
来
す
る

仏
教
用
語
で
す
。

　

炎
の
怖
さ
も
、
そ
の
ま
ま
で
は

焼
け
死
ぬ
こ
と
も
理
解
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
子
ど
も
た
ち

を
救
い
出
す
話
を
伝
え
て
い
る
の

が
「
三
車
火
宅
」
の
喩
え
で
す
。

喩
え
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
先

月
号
の
か
わ
ら
版
で
お
伝
え
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
先
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、「
火
宅
」
と
聞
い
て
「
火

宅
の
人
」
と
い
う
小
説
、
映
画
を

思
い
出
し
た
方
は
、
団
塊
の
世
代

以
上
だ
と
思
い
ま
す
（
笑
）
。

　

「
火
宅
の
人
」
は
檀
一
雄
の
遺
作

長
編
小
説
。
雑
誌
「
新
潮
」
に
一
九

五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
か
ら
二

十
年
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
連
載

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
に

単
行
本
が
刊
行
さ
れ
、
数
々
の
文

学
賞
を
受
賞
。

　

翌
年
、
壇
一
雄
が
亡
く
な
る
と
、

一
九
七
七
年
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化

が
計
画
さ
れ
た
も
の
の
遺
族
の
反

対
で
制
作
中
止
。
そ
の
二
年
後
に

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
、
一
九
八
六
年

（
昭
和
六
十
一
年
）
に
映
画
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

妻
と
障
害
を
持
つ
子
ど
も
を
抱

え
る
作
家
の
主
人
公
が
、
女
優
を

愛
人
と
し
な
が
ら
小
説
を
量
産
し
、

や
が
て
家
族
を
よ
そ
に
、
放
浪
の
旅

を
続
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
壇
一
雄
の

私
小
説
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

壇
一
雄
は
、
法
華
経
の
「
三
車

火
宅
」
の
喩
え
か
ら
「
火
宅
の
人
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
欲
」
と
「
執
着
」
に
囚
わ
れ
、「
煩

悩
」
の
炎
の
中
で
暮
ら
す
「
衆
生

（
人
々
）
」
。
「
欲
」
や
「
執
着
」
を

制
し
、
誰
の
心
に
も
宿
る
仏
心
を

開
く
こ
と
を
教
え
導
く
仏
教
。

　

し
か
し
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
限

り
、
「
欲
」
や
「
執
着
」
か
ら
逃
れ

る
こ
と
、
内
心
に
宿
る
仏
心
を
開
く

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
「
成
仏
」

し
て
「
真
実
」
を
覚
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

「
火
宅
」
と
は
、
「
燃
え
盛
る
家
の

よ
う
に
、
欲
、
執
着
、
苦
悩
、
危
険

に
包
ま
れ
つ
つ
も
、
少
し
も
そ
の
こ

と
に
気
づ
か
ず
に
、
奔
放
な
生
き
方

に
の
め
り
こ
ん
で
い
る
」
状
態
を
指

す
仏
教
用
語
で
す
。

　

仏
教
で
は
人
間
に
は
「
五
欲
」
が

あ
る
と
教
え
ま
す
。「
食
欲
」「
性
欲
」

「
睡
眠
欲
」
「
金
銭
欲
」
「
名
誉
欲
」
。

し
か
し
「
欲
」
そ
の
も
の
が
悪
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
貪
（
む
さ

ぼ
）
る
」
よ
う
な
「
欲
」
が
「
煩
悩
」

と
な
り
、
「
欲
」
が
人
を
焼
き
尽
く

す
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
八
七
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
命

燃
え
尽
き
る
時
・
作
家
檀
一
雄
の
最

期
」
で
は
、
病
床
の
口
述
筆
記
で
、

「
火
宅
の
人
」
完
成
に
向
け
て
苦
闘

す
る
壇
一
雄
さ
ん
の
姿
が
録
音
テ
ー

プ
と
共
に
紹
介
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

文
豪
も
影
響
を
受
け
た
仏
教
用

語
。
奥
が
深
い
で
す
。
そ
れ
で
は

皆
さ
ん
、
ま
た
来
月
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

※


